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うーちゃん
ゆるキャラ

10月1日から募金運動が始まります。 今年も皆様のご協力をお願いいたします！

令和６年能登半島地震に伴う災害ボランティアセンター応援派遣職員からご報告
　　　　　　　　活動期間７月20日（土）～ ７月26日（金）　　総務福祉課　黒

くろ
江
え

　雄
ゆう

一
いち

　発災から６ヶ月以上が経過していましたが、未だその爪痕が多く残されていました。このような中でも
少しずつではありますが、ボランティアさんや技術系ＮＰＯなどの支援者と社協が連携・協力しながら、
珠
す

洲
ず

市
し

住民の方々も復興・生活再建に向けて歩まれています。
　今回の災害支援でも、赤い羽根共同募金を財源に活動支援が行われており、みなさまの温かい善意が繋
がっていることを実感できるものでした。
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社 協 だ よ り2024 年 10 月号

共同募金運動は10月1日から、全国一斉に始まります。
　毎年、区長、民生児童委員及び地区社協の皆様をはじめとして、たくさんの
方々のご支援をいただきながら運動を展開しています。大洲市で集まった募金は、

愛媛県共同募金会に全額送金された後、約70％が大洲
市社協へ、残りの約30％は、愛媛県内の高齢者・障が
い者福祉などのための活動費として配分されます。
　共同募金の趣旨をご理解いただきまして、今年もご
寄付のご協力をお願いいたします。

寄付金の税制上の特典があります
共同募金に寄付をされますと、申告などの際に次のような税制上の優遇措置を受けることができます。
　◆法人の場合：寄付金は全額、損金算入できます。
　◆個人の場合：�寄付金（2,001 円以上）は、所得税及び住民税の所得控除または税額控除の適用を

受けられます。また、本会に寄付した相続財産には、相続税が課税されません。
　詳しくは…愛媛県共同募金会　☎０８９-９２１-４５３５

令和５年度共同募金事業実績

　令和５年度は、愛媛県共同募金会からの配分金１０, ５１６, ３６５円を、さまざまな
地域福祉事業に使わせていただきました。

区分 金　額 事　業　名 金　額 説　　　　明

一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
配
　
　
　
　
　
分

9,016,365

地域福祉事業 4,442,798 地区社協への団体助成

老人のひろば事業 735,000 平地区社会福祉協議会ほか８地区社協 (詳細は３頁参照 )�
サロン活動備品整備など

児童の健全育成事業 500,000 肱南地区社会福祉協議会ほか４地区社協（詳細は３頁参照）�
スポーツ少年団活動備品整備など

手をつなぐ育成事業 30,000 手をつなぐ育成会への団体助成
高齢者福祉事業
身体障害者福祉事業 0 老人クラブ等団体・大洲市身体障がい者協議会団体助成

※令和５年度は、助成を辞退される。
ＶＹＳ連絡協議会福祉事業 30,000 大洲市ＶＹＳ連絡協議会団体助成

母子寡婦福祉事業 250,000 大洲市母子寡婦福祉連合会団体助成

ボランティア活動育成事業 30,000 ボランティア連絡協議会団体助成

緊急一時生活支援事業 11,950 食料品等緊急一時支援物品助成

子育て支援事業 23,643 子育てサロン等助成

社会福祉大会参加事業 274,258 県社会福祉大会参加助成

独居老人のつどい事業 457,500 独居老人のつどいへの助成

独居老人料理教室事業 254,000 独居老人料理教室への助成

ふれあい食事サービス事業 1,310,144 ふれあい食事サービス事業への助成

福祉ボラ基金運用事業 355,636 福祉ボラ基金運営事業等への助成

高齢者サロン支援事業 242,800 サロン事業への助成の拡充

子ども食堂支援事業 68,636 子ども食堂への助成

特
別
配
分

1,500,000

災害見舞金 80,000 火災等見舞金
赤い羽根地域福祉推進号特別
事業 1,110,000 地域福祉活動推進事業用車両の整備

災害等準備金取崩による地域
福祉推進特別事業 310,000 災害用備品等の整備

計 10,516,365

（単位：円）
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令和５年度共同募金（老人のひろば・児童の健全育成）事業報告
みなさまのまごころで集めていただいた共同募金の配分金は、地域で有効に使われています。
５年度は、次のとおり地区社会福祉協議会が各地域で利用される備品の整備を行いました。

平野地区社会福祉協議会

八多喜地区社会福祉協議会

久米地区社会福祉協議会

南久米地区社会福祉協議会

上須戒地区社会福祉協議会

喜多地区社会福祉協議会

菅田地区社会福祉協議会

肱南地区社会福祉協議会

長浜地区社会福祉協議会

物 　 　 　 　 置

ゲ ー ト ボ ー ル 備 品 

ミ ニ バ ス 備 品

ラ ケ ッ ト テ ニ ス 備 品 

ゲ ー ト ボ ー ル 備 品 

う ち ど く 絵 本

 ゲ ー ト ボ ー ル 備 品  

ソ フ ト ボ ー ル 備 品

バ レ ー ボ ー ル 備 品

　用品・遊具などを広場内に保管
できて運搬不要になり、利用しや
すくなったことから地区住民のコ
ミュニティ増進に寄与している。

　備品新調により、気持ちも高ま
り、より熱心にスポーツに取り組
み、交流活動も盛んに行われるよ
うになっている。

　備品整備で充実したことによ
り、より良い環境で活動ができ、
児童の体力や技術の向上を図るこ
とができている。

　体育館で利用するので天候に
関係なく安全に、サロンや老人ク
ラブなどで体を動かす場所を提
供できるようになっている。

　ゲートボールの大会に参加す
るための備品整備により、さらに
楽しめる場として継続していく
ことが可能になっている。

　子どもと家族・地域内でのコ
ミュニケーションが活性化され、
子どもたちの健全な成長が促進さ
れ地域力の向上に貢献している。

　愛好会の活動継続や新規会員受
け入れが可能となり、スポーツを
通じた地区高齢者の仲間づくり、
生きがいづくりに役立っている。

　練習用具が整備されたことで、
より充実した活動ができ、安全
に、児童の体力や技術の向上を図
ることができている。

　備品整備によって、子どもたち
の競技に対する意欲を向上させ、
心・技・体を育み、地域の枠を越
えた友好を深め、児童の健全育成
を図ることができている。

上に掲載したほかに、平地区に会議用椅子、新谷地区に裁断機、三善地区にゲートボール備品、肱川地区に
ゲートボール備品、平野地区にワンタッチテント・バキュームクリーナーが配分されました。
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本　　所

【一般相談】毎週月◦水曜日　　【介護相談】毎週金曜日
【弁護士法律相談】　　１０月１日・１５日　※相談時間20分

※相談日の前週の火曜日までに要予約 ( ℡２３－０３１３)。
※申し込み順で午前の最初の枠から逐次予約受付となります。

【司法書士等法律相談】
１０月８日・２２日・２９日と毎週木曜日
１０：００～１６：００（弁護士法律相談は１５：００まで）
大洲市総合福祉センター　（祝日を除く）　
℡２３－０３１３

長浜支所
１０月２５日（金）１３：００～１６：００　長浜体育館
℡５２－１１９４　※法律相談あり

肱川支所
１０月　７日（月）１３：３０～１６：３０　肱川地区複合公共施設
℡３４－２３１２

河辺支所
１０月１０日（木）   ９：００～１２：００　河辺老人福祉センター
℡３９－２５１０　

心 配 ご と 相 談 所 案 内心 配 ご と 相 談 所 案 内

まごころのおくりもの
７月分

金銭の部（指定分）
《久米地区社協へ》

小
こ

　西
にし

　永
ひさ

　訓
のり

　様　　阿　蔵
《菅田地区社協へ》

上
うえ

　田
だ

　健
けん

　二
じ

　様　　菅田町
《三善地区社協へ》

高
たか

　尾
お

　清
きよ

　之
ゆき

　様　　春　賀
《上須戒地区社協へ》

小
お

　川
がわ

　岸
きし

　岳
たけ

　様　　新　谷

政
まん

　所
どころ

　和
かず

　子
こ

　様　　上須戒
《肱川地区社協へ》

二
にの

　宮
みや

　惠
え

美
み

子
こ

　様　　肱川町

堀
ほり

　内
うち

　保
やす

　宏
ひろ

　様　　肱川町
《菅田地域交流子ども食堂へ》

愛
え

媛
ひめ

県
けん

建
けん

設
せつ

労
ろう

働
どう

組
くみ

合
あい

　　　

　大
おお

洲
ず

支
し

部
ぶ

　様　　　　徳　森
《田口ふれあいこども食堂へ》

愛
え

媛
ひめ

県
けん

建
けん

設
せつ

労
ろう

働
どう

組
くみ

合
あい

　　　

　大
おお

洲
ず

支
し

部
ぶ

　様　　　　徳　森
～食料品他、生活支援品として～

えひめフードバンク愛
え

顔
が お

　様
　　飲むゼリー　　２箱
他匿名１名　　　食料品他
　あたたかいご寄附をありがと
うございました。感謝をこめて
掲載させていただきます。

（無料）

視覚障がい者に対する音声訳奉仕員養成講座
～音声訳ボランティア始めませんか～

　音声訳とは、視覚に障がいのある方のために、本や広報誌などさまざまな活字を音声に変えて録音（音声化）
する技術を習得し、情報を伝えるボランティアです。

日　　時

申込方法

受 講 料
受講対象
問い合わせ・申込先

毎週　月曜日（休日を除く）　10月21日～ 11月25日　　全５回
午後１時30分～午後３時30分

●音声訳ＣＤ：�広報おおず、大洲市社協だより、おおず市議会だより、
広報うちこ、内子町議会だより、短編小説など

●再生機器：�パソコン、ＭＰ３対応のＣＤプレーヤー、デイジー録音
図書専用ポータブルプレーヤー

　※�身体障害者手帳（視覚障害）をお持ちの場合は、希望者に毎月ＣＤ
を送ります。

　ご希望の方は下記へお問い合わせください。

無料

FAX、メール（ＰＣ・ケイタイ）、ハガキ、QRコード、いずれかの方法により下記の必要事項
を記入のうえ送付してください。
①講座名　②氏名（ふりがな）　③住所　④連絡先　⑤年齢　⑥職業　⑦志望動機

大洲市・内子町に居住、または勤務している方。

大洲市社会福祉協議会　住所：大洲市東大洲270-1
電話：0893-23-0313　�FAX：0893-23-0295
Ｅメール：chiiki@ozushakyo.jp

■音声訳ＣＤを聞いてみませんか
　　　　　　　～読者（リスナー）さん随時募集中～

■問い合わせ先：大洲市社会福祉協議会 地域支援係
　　　　　　　　☎（０８９３）２３－０３１３
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